
 

Ｖｏｌ．９ 

                        ふしぎな話 
 

 

 

 

 

― ３才頃から ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一宮市立子ども文化広場図書館 
 

～ 子ども読書のまち いちのみや ～     2018年4月 

 



 

 

               みどりのはしご 

 
                                   安房 直子  作／黒井 健  絵 

復刊ドットコム  2016年 
 

おばあさんは、小さな庭のある家に住んでいました。 その庭に 
は大きなもちの木があり、おばあさんはその木が大好きでした。あ 
る時庭に小さな畑を作り、赤かぶの種を１０粒まきました。すると…。 

 

              ふしぎなえかきさん 
 

                                        間瀬 なおかた  作・絵 
ひさかたチャイルド  2015年 

 
夏が過ぎると 「うみやま鉄道 やまおく駅」 に毎年やってくるお 

                   じいさんがいます。 リュックの中は絵を描く道具がいっぱい、 おじ 
                   いさんは絵描きです。ふしぎなことに、おじいさんが絵を描くと…。 

 

あなのなかには… 

 
                            レベッカ・コッブ  作・絵／長友 恵子  訳 
                                       フレーベル館  2016年 
 
                     男の子が庭の桜の木のそばに、小さな穴を見つけました。遊ん 
                    でいた時、ボールがその穴に入ってしまいました。 それから男の 
                    子はずっと穴を見つめて…。 「きっとだれかいるよね？」 

 

               おじいちゃんのふしぎなピアノ 

 
                                         はまぎし かなえ  作 
                                           講談社  2017年 
 
                     黒くツヤツヤなおじいちゃんのピアノ。おじいちゃんが子どもの                    

頃からずっといっしょで、他のピアノとは違うふしぎな音がする。  
                    「さあて、きょうはどんなきょくをひこうかな？」 コロン コロロン♪ 

 

                         しょうてんがいはふしぎどおり 
 

                              内田 麟太郎  作／村田 エミコ  絵 
                                        佼成出版社  2014年  

 
いつもの商店街です。でもおばあちゃんといっしょに出かけると 

                   ふしぎ通りになっちゃう。 時計屋さんや本屋さんでも、ふしぎがい 
                   っぱい！ 駄菓子屋さんでは、おばあちゃんが小さな女の子に…。 

 



 

 

おむすびころりん 
 
                              富安 陽子  文／しらかた みお  絵 

小学館  2009年 
 
                    おじいさんのおむすびが坂道をころがって、穴に落ちてしまいま 

した。すると中から 「おむすびころりん すってんしゃん」 とふしぎ 
な歌が聞こえてきました。やがて穴の中からねずみが出てきて…。 

 

わるいわるい王さまとふしぎの木 
 

あべ はじめ  作 
あすなろ書房  2016年 

 
むかし砂漠の真ん中に、わるいわるい王様がいました。けらい 

                   たちに逃げられて、ひとりになった王様は、 ある時差し出された  
                   「しあわせの実」 がなるという種を植えて育てることになりました。 

 

       山のとしょかん 
 

    肥田 美代子  文／小泉 るみ子  絵 
文研出版  2010年 

 
山の中の小さな村に、ひとりで住んでいるおばあさんがいました。 

                   ある日畑から帰ってくるとふしぎなことに、 押し入れから、絵本が 
                   入った古い箱が出されていました。 「だれがこんなことを…」 

 

               ふしぎなタネやさん 
 
                                      みやにし たつや  作・絵 
                                          金の星社  2013年 
 
                    ブタくんはタヌキのおじさんがやっている「ふしぎなタネやさん」 
                   を見つけました。「どんなタネなの？」って聞いてみるとおじさんは 
                   タネをくれました。それを埋めてヘンテコなじゅもんをかけると…。 

 

               ふしぎなふしぎなまほうの木 
 
                             クリスティ・マシソン  作／大友 剛  訳 
                                   ひさかたチャイルド  2014年 
 
                    ここに１本の木があります。 ふしぎな力がやどった木です。 ま 
                  ずは枝にそっとさわってみてください。すると…。 本をこすったり、 

ゆらしたり、息をふきかけたり、まるでしかけ絵本のようです。



まだまだ紹介します 

 

『かえってきたへんしんトンネル』    『ふしぎなでまえ』 
あきやま ただし  作・絵               かがくい ひろし  作 

金の星社  2014年                  講談社  2008年 

『わんぱくだんのおかしなおかしや』  『なんで？』 
ゆきの ゆみこ  作                   トレーシー・コーデュロイ  作 

上野 与志  作                     ティム・ワーンズ  絵 

末崎 茂樹  絵                     三辺 律子  訳 

ひさかたチャイルド  2017年             ブロンズ新社  2015年 

『かいじゅうがあらわれた！』      『くろくんとふしぎなともだち』 
シン ソンヒ  文・絵                   なかや みわ  さく・え 

リ ダウン  訳                       童心社  2004年 

ワールドライブラリー  2015年 

『のりおのふしぎなぼうえんきょう』   『ふしぎなふうせん』 
平田 昌広  文                     中川 ひろたか  作 

平田 景  絵                       布川 愛子  絵 

講談社  2006年                    鈴木出版  2017年 

『小さいのが大きくて、大きいのが小さかったら』 
エビ・ナウマン  文 

ディーター・ヴィースミュラー  絵 

若松 宣子  訳 

岩波書店  2012年 

 

 

 

            

３歳を過ぎると、子どもの好みもはっきりしてきて、絵本選びが少し 

難しくなるころですね。 「ふしぎ」なおはなしは、日常の生活から少し 

離れて、お子さんがふだん体験できないことを絵本の中で楽しむこと 

ができます。パパやママといっしょに声をだして絵本を読んでください。 

いつもと違うことが起るかも？！ 

さあ、「ふしぎ」な世界が始まりますよ♪♪ 


